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★☆★ 11月の講座紹介 ☆★☆

前回の「彫り」に続いて、今日は「刷り」を体

験します。絵の具の溶き加減や、バレンの力の入

れ具合によって出来映えが違ってきます。

「想像以上に難しかったけれど楽しかった」「家

でもやってみる」という声が聞こえて来ました。

知っているようで意

外に知らない矢作川。

子供の頃、遊んだ川で、

今、異変が起きている

ことが分かりました。

今月は、「木版画」の後半作業と、「矢作川」について考えました。

ダム建造や源流域の森林荒廃の影響で川床の固化や水質の悪化、生態系

の変化など、抱えている問題は深刻であることを学びました。

講師：矢作川研究所

絵の具も共有しましょう！

11月２日（水） 「木版画」 11月11日（水） 「矢作川と私達の暮し」

同じ図案でも個性が出ます、面白い作品が出来ましたね！

色を変えればバリエーションも…

丁寧に作業を進めます

「矢作川ってどんな川…？」色んな意見が出ました絵の具と水のバランスが難しいところ…

矢作川の事を考える貴重な機会になりました。


